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答   申  （案）  
 

平成 1 8 年 1 0 月 2 3 日  
新潟市総合計画審議会  

 

 近 年 、本市 を 取 り 巻く 状 況 は、少 子 高 齢化 の 急 速な 進 行 や、か つ て

の 急 成 長 が 期 待 で き な い 国 内 経 済 、 様 々 な 面 に お け る 国 際 化 の 進 展 、

人 びと の 価 値観 の「 モノ 重 視 から コ コ ロ 重視 」への シ フ ト など 、大き

な 変換 期 に 差し 掛 か っ てい ま す 。  

 こ の よ う な状 況 の 中 で 、新 潟 市 は平 成 １７ 年 に １４ 市 町 村 によ る 合

併 を果 た し、さ ら に１ ９ 年 ４ 月に は、本 州日 本 海 側初 の 政 令 指定 都 市

へ 移行 し よ うと し て お り、こ れに を 合 わ せ策 定 さ れる「 新・新 潟 市総

合 計画 」は 、まさ に 変 動 の時 代 に おけ る 本市 の 指 針と な る 計 画で あ る

と 言え ま す 。   

本 審議 会 は、平 成 １８ 年 ７ 月 １２ 日 付 け で、総合 計 画 素 案の 審 議 に

つ いて の 諮 問を 受 け 、３ つの 部 会 を 設 置 して 、こ れ ま で各 部 会 、会 長・

副 部会 長 会 議及 び 全 体 会を 延 べ ２２ 回 開 催し 、総 合 的・専 門 的 な審 議

を 重ね て ま いり ま し た 。  

 審 議 に 当 たっ て は 、総 合計 画 の う ち「 基 本構 想 」に つ いて は 、主 に

本 市を 取 り 巻く「 社会 の 潮 流」や、都 市 形態・ 地理 条 件・ 産 業 構造 な

ど 本市 が 持 つ「 特 性」な ど を的 確 に 捉 え た方 向 を 示し て い る か、と い

う「 視 点 」に 立 ち 、ま た「 基本 計 画 」に つい て は 、主 に 基 本構 想 で 示

す 方向 に 即 して い る か、市 民 に分 か り や すい 表 現・構 成 にな っ て い る

か 、と い う 「視 点 」 に 立っ て 素 案の 内 容 を精 査 い たし ま し た 。  

 こ の 結 果、素 案 は、基 本 構想・基本 計 画と も に 審議 に 当 た って の 視

点 に概 ね 概 ね合 致 す る もの と 評 価し ま す 。  
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 な お 、計画 の 実 施 に当 た っ ては 、基 本 構想 で 掲 げる「 分 権型 協 働 都

市 」「 田園 型 拠 点都 市 」「 日 本 海交 流 都 市 」「 くら し 快 適都 市 」「 教 育 文

化 都 市 」 の ５ つ の 都 市 像 の 精 神 に 則 り 、 厳 し さ を 増 す 社 会 状 況 の 中 、

市 民と 行 政 が知 恵 と 力 を出 し 合 って 、交 流人 口 の 拡大 や 産 業 振興 に よ

る 都市 の 活 性化 、安 全な く ら しづ く り 、健 康・福 祉 の 充実 や 明 日 を担

う 人材 の 育 成な ど を 進 め 、豊 か な 市民 生 活の 実 現 に努 め る よ う要 請 し

ま す。   

ま た、社会 や 人 び との 価 値 観 が大 き く 変 化す る 状 況に お い て、総 合

計 画の 弾 力 的な 運 営 を 図る と と もに 、総 合計 画 の 市民 へ の 普 及に 努 め

る こと に よ り 、市 民 と 行 政が 認 識 を共 有 しな が ら 協働 の ま ち づく り を

進 める こ と を要 請 し ま す。  

 こ の ほ か、以 下 に 掲げ る 本 審議 会 の 意 見・要 望に つ い て、計 画 素案

に 反映 さ せ るよ う 要 望 しま す 。  

 

◆「新・新潟市総合計画」素案への意見・要望  

Ⅰ 計 画 全 体 に つ い て 

●  産業 の 振興 は 都 市の 活 性化 に 不可 欠 な 要素 で ある こ と から 、計 画 で

の重 点 的な 記 載 を検 討 され た い。  

●  新潟 市 は宣 伝 が 上手 く ない 、都市 の アピ ール を 主軸 の 一 つと す る方

向で 検 討さ れ た い。  

●  「男 女 共同 参 画 社会 の 実現 」に力 点 を置 いた 計 画つ く り に努 め られ

たい 。  

●  若 者 と っ て 魅 力 あ る ま ち づ く り と い う 視 点 に 立 っ た 計 画 の 策 定 を

図ら れ たい 。  
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●  人口 増 につ い て 、県内 人 口の 奪 い 合い では な く 、県外 か らの 人 口の

呼び 込 みに よ る 均衡 あ る発 展 を目 指 さ れた い 。  

●  充実 し た交 通 基 盤の 活 用は 重 要で あ り、計画 中 に十 分 反 映さ れ たい 。 

●  全体 に「 明 日の 新 潟を 切 り開 く 」と いっ た勢 い のあ る 前 向き な 表現

に心 掛 けら れ た い。  

●  計画 中 に「 目 標 ・指 標 」を 表 記す る こ とに つ いて 検 討 され た い。  

●  計画 策 定後 の チ ェッ ク 体制 に つい て 十 分検 討 され た い 。  

●  用語 の 説明 は 、巻 末の 用 語集 で は なく 、同じ ペ ージ に 表 示さ れ る方

が分 か りや す い と考 え られ る ので 工 夫 され た い。  

●  計画 中 に産 業 ・ 貿易 ・ 財政 な どに 関 す るデ ー タを 掲 載 され た い。  

 
Ⅰ 時 代 の 潮 流 

●  政 令 市 と し て の 日 本 に お け る 位 置 付 け と 拠 点 性 に つ い て 明 確 化 さ

れた い 。  

●  県内 に おけ る 本 市の 役 割に つ いて 明 確 化さ れ たい 。  

●  市民 参 加 や N P O に つい て 、よ り 踏み 込 んだ 記 述を 検 討 され た い。  

●  「人 口 減少 、少 子 高齢 化 」に 男女 共 同参 画の 視 点が 含 ま れて い ると

は思 う が、男女 共 同 参画 は 見出 し にあ った 方 がよ い と 考え る。検 討

され た い。  

●  高齢 化 はマ イ ナ スな イ メー ジ があ る 。「 長寿 社 会 」「成 熟 社会 」な ど

が良 い と思 わ れ るの で 、表 現 につ い て 検討 さ れた い 。  

●  「国 際 化と 都 市 間競 争 の進 行 」に おい て 、経 済 の 視点 か らの 記 載が

弱い と 思わ れ る ので 、 記述 に つい て 検 討さ れ たい 。  

●  環境 問 題は 世 界 的な 潮 流と し て重 要 で あり 、項目 の 追加 に つい て 検

討さ れ たい 。  
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Ⅱ 基 本 構 想 

１ 都 市 像 

(1 )  地域と共に育つ、分権型協働都市  

●  「協 働 」など 、一 般市 民 に 聞き な れな い用 語 には 、補 足 しな が らの

丁寧 な 文章 と な るよ う 工夫 さ れた い 。  

●  「協 働 のま ち づ くり 」の 中に ボ ラ ンテ ィア の 記載 が あ るが 、捉 え方

によ っ ては 、行 政 が無 償 の奉 仕 を 求め ると 取 られ か ね ない の で 、記

述に つ いて 検 討 され た い。  

●  目 線 と し て 若 者 は 落 と し や す い 。「 大 切 に さ れ る 若 者 」 の 視 点 に 立

った 記 述に つ い て検 討 され た い。  

●  「男 女 共同 参 画 社会 の 実現 」 の追 加 に つい て 検討 さ れ たい 。  

●  総合 計 画の 中 で 「地 域 」を ど う捉 え て いる の かを 明 記 され た い。  

●  「区 と して の ま ちづ く り」の 部分 を 丁寧 に記 載 する 必 要 があ る とお

もわ れ るの で 、 記述 に つい て 検討 さ れ たい 。  

 

(2 )  大地と共に育つ、田園型拠点都市  

 ●  「 新エ ネ ルギ ー の推 進 」 につ い て 、記 載 の追 加 を 検討 さ れた い 。  

 

(3 )  世界と共に育つ、日本海交流都市  

●  イン フ ラを 活 用 しき れ てい な い面 が ある の で、高 速道 な どの 活 用 に

関す る 記述 に つ いて 検 討さ れ たい 。  

●  後 の 超 高 齢 化 社 会 に 対 応 し た 公 共 交 通 に 関 す る 記 述 に つ い て 検 討

され た い。  
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 (4 )  安心と共に育つ、くらし快適都市  

●  高 齢 化 に つ い て は 、「 長 寿 社 会 が 進 み 」 に す る な ど 、 そ の 項 目 の 方

向性 に 合わ せ た 表現 と した 方 が良 い の で は な い か 。 検 討 さ れ た い 。 

●  健康 の 概念 が 、自 分 が主 体 で 行政 が 支援 する と いう 形 に 変わ っ てき

てい る。行 政が 責 任 を持 つ よう な 記載 は好 ま しく な い ので 、表 現 に

つい て 検討 さ れ たい 。  

 

(5 )  市民が共に育つ、教育文化都市  

●  快適 な くら し づ くり の 記載 が 具体 性 を 欠い て いる の で、記 述に つ い

て検 討 され た い 。  

●  教育 は 記載 さ れ てい る が文 化 の記 載 が ない 。人を 育 てる 取 り組 み に

おい て も文 化 は 重要 で ある 。 記述 に つ いて 検 討さ れ た い。  

●  「教 員 の質 の 向 上」 に 関す る 記述 に つ いて 検 討さ れ た い。  

 

Ⅲ  基 本 計 画 

１  総  論  

(1 )  将 来 人 口 の 推 計 

●  人口 の 視点 か ら も 、子 ど もを 生 み・育 てや す く 、女 性 が 働き や すい

環境 が 必要 と 考 える の で、 こ の点 に つ いて 検 討さ れ た い。  

●  若者 の 定住 人 口 策に つ いて の 記述 を 検 討さ れ たい 。  

 

( 2 )  土 地 利 用 の 方 針 

●  市域 が 広が っ て いる の に「コ ン パ クト なま ち づく り 」は 分か り にく

い。 記 述に つ い て工 夫 され た い。  
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●  新潟 は 平坦 で 自 転車 の 利用 者 も多 い こ とか ら 、自 転 車道 の 整備 に 関

する 記 述の 追 加 につ い て検 討 され た い 。  

●  交通 網 の整 備 の ほか に、情 報 網の 充 実も 地域 間 の格 差 を なく す 上で

重要 と 考え ら れ るの で 、記 述 の追 加 に つい て 検討 さ れ たい 。  

●  「新 潟 市は 水 の 都と 呼 ばれ る 」とい う 記載 が ある が 、新・新 潟 市 全

体で は 唐突 感 が ある の で、 記 述に つ い て検 討 され た い 。  

●  本市 の 農業 は 生 産性 が 低く 、生産 性 を高 める こ とは 大 き な課 題 であ

り、農業 基 盤の 整 備 は農 村 景観 の 整備 より 重 要と 思 わ れる の で、記

述に つ いて 検 討 され た い。  

●  農村 集 落の 環 境 整備 は 、農業 者 だ けで なく 都 市部 の 人 も含 め 、多く

の人 に よっ て 基 盤を 守 って い く必 要 が ある と 思わ れ る ので 、記 述の

追加 に つい て 検 討さ れ たい 。  

●  市内 の 各種 拠 点 の位 置 付け に おい て 、仮称 ７ 区は「 生 活 拠点 」の 位

置付 け のみ で「 地 域拠 点 」の 位置 付 け がな い 。こ の点 に つい て 検討

され た い。  
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３  政 策 施 策 別 プ ラ ン 

(1)  地 域 と共に育つ、分権型協働都市  

①  市 民と共にまちを育てる  

●  「男 女 がこ れ ま での 社 会慣 行 に」 とあ るが ，む し ろ役 割 を 強制 さ

れ る 社 会 制 度 が 問 題 な の で ，「 社 会 制 度 ・ 慣 行 」 と す べ き と 考 え

る。 検 討さ れ た い。  

●  分権 型 政令 市 の 基盤 の 強化 で ，「 地 域コ ミュ ニ ティ 協 議 会」「区 自

治協 議 会」 と出 て く るが ，説 明 がな い ので お 互い の 関 連性 が 分か

らな い 。記 載 に つい て 工夫 さ れた い 。  

 

②  個 性ある地域づくり  

●  「に い がた 地 元 学」 のよ う に， 説 明を 聞か な いと 分 か らな い 単語

を標 題 か らは 外 して ， 文 中に 説 明 を付 して 記 載 した 方 がよ い と 考

える 。 記述 に つ いて 工 夫さ れ たい 。  

③  市 民と行政に信頼のきずな  

●  行財 政 の効 率 化 につ い て、 何を す るの かよ り 具体 的 に 明示 さ れた

い。  
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( 2 )  田 園 型 拠 点 都 市  

①  田 園 型 政 令 市 に ふ さ わ し い ま ち の 姿  

 「 都 市 化 社 会 か ら 都 市 型 社 会 へ 」 は ， 市 民 に は わ か り づ ら い

こ と か ら ， 表 現 を 検 討 さ れ た い 。  

 無 秩 序 な 都 市 の 形 成 は 正 さ な け れ ば な ら な い が ，「 市 街 地 の 拡

大 は 抑 制 を 基 本 と す る 」 だ け で は ， 表 現 と し て 強 す ぎ る こ と

か ら ， 表 現 を 検 討 さ れ た い 。  

 野 生 生 物 の 保 護 ・ 管 理 の 部 分 に も っ と 踏 み 込 ん だ マ ネ ジ メ ン

ト の 考 え を 入 れ て は ど う か 。 検 討 さ れ た い 。  

 

②  都 市 と 田 園 が 恵 み あ う 関 係  

 農 業 に 関 す る 関 心 を 高 め る た め に ， ま た ， 人 材 育 成 の た め に

も 小 学 校 か ら の 農 業 教 育 が 必 要 で あ る と 思 う 。 記 述 に つ い て

検 討 さ れ た い 。  

 

③  田 園 型 政 令 市 を 際 立 た せ る 食 と 花  

 農 産 物 の 輸 出 に 当 た っ て は 、 世 界 の 潮 流 を 認 識 し た 上 で 、 相

手 国 の 理 解 を 得 ら れ る こ と が 大 切 で あ る こ と を 認 識 さ れ た い 。 

 

④  市 民 と 築 く 環 境 先 進 都 市  

 環 境 に 関 す る 技 術 協 力 も 進 ん で い る こ と か ら ，「 国 際 協 調 」で

は な く 「 国 際 協 力 」 で は な い か 。 検 討 さ れ た い 。  
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( 3 )  日 本 海 交 流 都 市  

①  都 市 を 活 気 づ け る 交 流 人 口 の 拡 大  

 水 上 バ ス の 宣 伝 や ， 舟 運 に よ る 各 河 川 を 結 び つ け た 「 川 の 回

廊 」 づ く り ，「 北 前 船 」 の 活 用 な ど ， 水 辺 を 活 用 し た に ぎ わ い

づ く り に つ い て 、 記 述 の 検 討 を さ れ た い 。  

 「 水 の 都 」 か 「 み な と ま ち 新 潟 」 を 適 切 に 使 い 分 け ， 市 民 や

市 外 か ら の 人 た ち に も 周 知 で き る よ う 宣 伝 す る こ と が 必 要 で

あ り 、 こ の 点 を 配 慮 さ れ た い 。  

 政 策 的 に 新 潟 市 全 体 が 「 花 」 だ と い う イ メ ー ジ を も っ と 出 し

て 行 く 方 向 で 検 討 さ れ た い 。  

 港 の そ ば に ， 本 町 マ ー ケ ッ ト の よ う な 商 業 施 設 が 必 要 で あ る

こ と か ら 、 今 後 検 討 さ れ た い 。  

 

③  産 業 が 生 ま れ 育 ち 都 市 が に ぎ わ う  

 漆 器 は ， 新 潟 市 の 伝 統 的 地 場 産 業 と し て の 市 民 の 認 知 が 非 常

に 低 い こ と か ら ， 認 知 度 の 向 上 を 図 る こ と が 必 要 で あ る 。 ま

た ，“ 伝 統 的 地 場 産 業 ” か ら ，“ 伝 統 工 芸 の 育 成 を 図 る ” と 表

現 を 修 正 し て は ど う か 。 検 討 さ れ た い 。  

 新 潟 市 独 特 の 何 を ア ピ ー ル し 、 ど う い う 分 野 の 優 良 企 業 を 誘

致 す る の か と い う 方 向 性 に つ い て 、 配 慮 さ れ た い 。  

 

④  日 本 海 政 令 市 の 拠 点 性 の 強 化  

 駅 か ら 空 港 の ア ク セ ス の 向 上 で ， 新 幹 線 や 新 交 通 シ ス テ ム な

ど の 手 法 や 短 期 的・中 期 的 で の 具 体 策 に つ い て 検 討 さ れ た い 。 
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( 4 )  く ら し 快 適 都 市  

①  毎 日 の 安 全 な 暮 ら し を 守 る  

 犯 罪 の 防 止 の 中 で ，「 自 分 の 安 全 は 自 分 で 守 る 」と い う 表 現 は ，

市 が 何 も や ら な い よ う に 感 じ る 。表 現 に つ い て 検 討 さ れ た い 。 

 河 川 の 保 全 と 整 備 の 中 で ， 中 ノ 口 川 に つ い て は ， 上 流 は 改 修

が 進 ん で い る が 、 下 流 は 遅 れ て い る 。 計 画 期 間 で あ る 8 年 間

の 取 り 組 み の 記 載 を ， 検 討 さ れ た い 。  

 

②  心 豊 か に 健 康 で い き い き す ご す  

 水 俣 病 に 関 す る 記 載 に つ い て 検 討 さ れ た い 。  

 

④  こ ど も た ち の 健 や か な 育 ち の 支 援  

 未 来 ア ク シ ョ ン プ ラ ン に 掲 載 さ れ た 施 策 と の 整 合 を 図 ら れ た

い 。  

 子 ど も の 居 場 所 づ く り と し て ， 児 童 館 や 児 童 セ ン タ ー の ほ か

に ， 屋 外 で の 遊 び 場 の 充 実 も 必 要 で あ る 。 校 庭 の 芝 生 化 も 含

め ， 検 討 さ れ た い 。  

 

⑤  長 寿 社 会 を い き い き す ご す  

 高 齢 者 へ の サ ー ビ ス の 提 供 だ け で は な く ， 老 人 パ ワ ー ・ 老 人

の 就 労 と い う 視 点 も 必 要 で あ り ， 長 寿 社 会 を 担 う 高 齢 者 ， と

い う よ う な イ メ ー ジ と な る よ う ，記 述 に つ い て 検 討 さ れ た い 。 
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⑥  障 が い の あ る 人 の 自 立 支 援  

 自 閉 症 等 の 発 達 障 が い 者 へ の 支 援 に つ い て ，「 成 人 期 ま で 」と

限 定 せ ず ，「 生 涯 に わ た っ て 」と い っ た 表 現 が ふ さ わ し い の で

は な い か 。 検 討 さ れ た い 。  

 

⑩  快 適 で 安 全 な 生 活 基 盤 づ く り  

 今 後 重 要 に な っ て く る 「 河 川 交 通 」 に 関 す る 記 載 に つ い て 検

討 さ れ た い 。  

 区 バ ス に よ る 区 内 の 交 通 の 確 保 の ほ か ， 既 存 の バ ス 路 線 と の

関 連 な ど 区 間 を 移 動 す る 際 の 交 通 の 確 保 が 必 要 で は な い か 。

検 討 さ れ た い 。  
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Ⅴ  教育文化都市  

①  地 域と家庭がひとを育てる  

●  地域 活 動の 場 と して、公 民 館を 柱 とし て展 開 する 部 分 を記 載 した 方

がよ い と考 え る 。検 討 され た い。  

●  子育 て 家庭 へ の 支援 や 学習 機 会の 提 供 は、具体 的 に取 り 組む こ と を

記載 し た方 が よ いと 考 える 。 検討 さ れ たい 。  

④  学 びを支援する学習環境  

●  教職 員 の採 用・登 用 など は 政 令市 と な って の 大き な 柱 であ り、そ の

部分 や 取り 組 み の具 体 的な 記 載に つ い て検 討 され た い 。  

⑤  文 化の振興  

●  現況 と 課題 に は ，「国 際 的な 文 化 ，文 化 交流 」「 旧 市町 村 にあ る 地域

文化 」「 開 港５ 港 とし て の みな と まち 文 化 」の 記 載 が必 要 と考 え る。

検討 さ れた い 。  

⑥  ま ちづくりに生かす生涯スポーツ  

●  プロ ス ポー ツ チ ーム の 記載 の みで ア マ チュ ア スポ ー ツ がな い。む し

ろ早 起 き野 球 ，学 校 レベ ル で のス ポ ー ツな ど ，ア マ チュ ア スポ ー ツ

に関 す る記 載 を 検討 さ れた い 。  

●  住民 主 体の ス ポ ーツ を 支え る 組織 の 構 築で ，健 康 とス ポ ーツ に つ い

ては ，もっ と 掘り 下 げて 具 体 的に 記 載 した 方 がよ い と 考え る。検 討

され た い。  
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４  重 点 プ ラ ン       

  

◆  計 画全体  

●  15 の テ ー マ を５ つ の 都市 像 に沿 っ た形 で整 理 を図 ら れ たい 。  

●  文化・芸 術 やス ポ ーツ の 施策 は 重点 プ ラン に 必要 と 考 える 。テ ーマ

の追 加 を検 討 さ れた い  

●  テー マ 選出 の 考 え方 を 明確 化 され た い 。  

●  「芸 術 」と い う キー ワ ード で 、文 化 の 施策 を 記載 さ れ たい 。  

●  市民 と 行政 が 協 働を 進 める 上 で、相互 の情 報 共有 が 必 要で あ るこ と

から 、 その よ う な表 現 を図 ら れた い 。  

 

①  協 働による地域づくりの推進  

 

②  都 市イメージの発信  

●  海外 観 光の 振 興 の中 で 中国・台 湾等 と なっ て いる が ，韓 国な ど も記

載し た 方が よ い と考 え る。 検 討さ れ た い。  

 

③  食 と花の魅力づくり  

●  「食 料 自給 率 」 をさ ら に上 げ て行 く と いう 記 述を 検 討 され た い。  

 

⑤   水 辺 のまちづくり  

●  水辺 の まち づ く りに 「 海辺 」 も含 め て はど う か。 検 討 され た い。  

 

⑩  環 境先進都市の構築  

●  バイ オ マス の 利 活用 に つい て、よ り広 い範 囲 の取 り 組 みに つ いて 検

討さ れ たい 。  
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⑪  安 全なくらしの確保  

●  ＮＧ Ｏ，Ｎ Ｐ Ｏな ど との 連 携に よ る地 域防 犯 力の 向 上 の記 載 を検 討

され た い。   

●  水害 対 策の 強 化 で ，全 部 対応 す るの は 難し い 。床 下浸 水 まで は 我慢

して も らう こ と も必 要 であ り ，そ の 点 につ い て検 討 さ れた い 。   

⑫  健 康社会の実現  

●  ⑫健 康 社会 の 実 現で ，ス ポー ツ につ い ては ，区 自 治協 議 会準 備 会や

住民 説 明会 の 中 でも 意 見が 出 てい る と ころ で あり ，健康 づ くり の 中

に含 め てい け ば イメ ー ジが 湧 くし ，訴 える 力 があ る と 考え る 。検討

され た い。  

 

⑭  子 育て環境の整備  

●  子育 て の一 環 と して 、企 業 に関 す る取 組み に 関す る つ いて 検 討さ れ

たい 。  

 

⑮  優 れた人材の育成  

●  優れ た 教育 職 員 の育 成 に関 す る記 載 を 検討 さ れた い 。  
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５  区 ビ ジ ョ ン 基 本 方 針 

        

●  文章 表 現は ，区自 治 協議 会 準備 会 や地 域審 議 会と 協 議 をし な がら 作

成し た こと も あ り，区 のや る 気 ，特 色 が 感じ ら れる も の につ い ては 、

区の 独 自性 を 尊 重す る こと が 望ま し い 。   

●  生 物 と 共 生 で き る 農 村 ･農 地 の あ り 方 に つ い て 、 農 業 比 率 の 高 い 区

にお い て記 載 さ れた い 。  

●  区 ビ ジ ョ ン 基 本 方 針 策 定 に 当 た っ て の 基 本 的 な ス タ ン ス を 明 確 化

され た い。  

●  １区 の 施策 の 方 向に お いて 、南 浜 町区 の環 境 整備 を ど のよ う にし て

行く の か検 討 さ れた い 。  

●  ３区 の 施策 の 方 向の 中 に 、新 潟 市の「 顔 」と し て花 な どを も っ とは

っき り 出し た 方 がよ い と思 わ れる の で 、検 討 され た い 。  

●  ４区 の 担う 役 割 の中 の「 副都 心 機能 」とい う 言葉 に つ いて 、他 の区

との 整 合を 図 る 上で「 副 都心 的 機 能 」とい う 表現 も 考 えら れ る 。こ

の点 に つい て 検 討さ れ たい 。  


